
入学おめでとうチラシ

今年も藤沢市立のすべての小学校35校と中学校19校で配りました
ご協力ありがとうございました

みんなの教育･ふじさわネットは、４月５日、藤沢市立小学校･

中学校の入学式にあわせ、新婦人の会・年金者組合･ふじさわ九

条の会および有志の方々と連携し、小学校では就学援助の案内を

のせた「おめでとうチラシ」、中学校では「おめでとうチラシ」

と藤沢で使われている育鵬社教科書の問題点を考えようというパ

ンフレットを一人一人に手渡ししました。

新婦人の会小柳さんの報告です。

小学校35校を88人、中学校19校を58人で
配付。入学者は小中合わせて7100人を超え、
チラシはおよそ6000人に手渡しました。
忙しい中、「１年に１回、おめでとう

と言ってチラシまきができる幸せ」という声も聞かれました。
この子たちが健やかに学べる環境作りは、私たち大人の責任と思いました。
今年度から、中学校入学準備金が前倒し支給され、助かったという声が寄せ

られました。来年度から小学校も実施されます。私たちの運動が実りました。
また、多くの問題のある中学校社会科教科書についても知らせることがで

きました。
今年は子ども連れで配付に初参加の方に感想を寄せてもらいました。

後日開かれた「就学援助記入会」の参加者からは、「チラシをもらって、迷っていた気持ちを押され
た。」「制度のことを知らなかったのでありがたかった」等の感謝の声が寄せられました。
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４才と２才の息子と一緒に参加しました。チラシは快く受け取ってくれ

ました。高谷小学校前は交通量が思ったより多く、２年後に息子が通る通

学路が少し危ないとわかりました。

近所の公園でいつも遊んでいる息子のお友達が新入生と分かり、そのお

母さんと初めてお会いしてチラシのことなど、話がはずみ嬉しかったです。

来年は同じような子育て世代のお母さんたちにも沢山参加してもらいた

いです！

中学校で配布した教科書

についてのパンフは A ５
サイズ全４ページ)。上

はその２ページ。

本田由紀さん 変容する社会に生きる若者と教育・仕事

講 演 会 不安を抱える若者に共感しながら 変革の芽は？ その可能性は？

5月12日(日)13:30～16:00 藤沢市民会館第２展示ホール 資料代：500円

「若者は『連帯』ということばには違和感を持ち、でも同じ意味で『ボランティア』としてつながり、

雇用や法律の問題にも関心をひろげ、熱心に活動している。若者は個人の

自由や自発性、センスあるふるまい方を求めている。柔軟に他者とかかわ

りたいという思いをしっかり持っている。この社会を変えていく意気は、

若い世代にはっきりと息づいており、むしろ大人の側が追いついていけな

いのではないか。新しい世代とともに、今、何がこの社会に必要なのかを

根底から考えていきたい。」(講演者著書より))

2019年４月５日 湘南台中学校



この夏、小学校の新しい教科書が決められます
教育委員に市民の関心・意見を届けましょう

来年(2020年4月)から使用する小学校の教科書が、今年の夏、教育委員会で採択されます。採択に関

する主な日程は右の表のようになります。

2017年の小学校道徳、2018年の中学校

道徳の教科書採択では、教育委員が市民

の意見書や各学校が作成し提出した教科

用図書意見書を取り上げ議論しました。

教科書採択にあたり、教育委員に市民の

関心を示し、意見を届けることは重要で

す。

多くの市民が会議を傍聴し、教科書展

示会に行き、意見書を提出しましょう。

〈今後の主な予定〉 ☆教科書採択については上の表を参照して下さい。

①８月18日（日）

第54回神奈川夏の教育研究大会（会場：湘南学園小学校）

記念講演は、香山リカさんです。右図参照。
②８月末か９月初めに教育署名スタート集会
③９月14日（土）藤沢市の母親大会
④９月22日（日）神奈川県の母親大会
⑤12月初め教育署名提出集会（神奈川県庁)
⑥１月みんなの教育･ふじさわネット 学習会と総会
☆予定なので変更になることがあります。

☆会費の納入にご協力下さい。

2019年小学校教科書採択 予想される日程

1)教科書展示会

各小学校： ５月下旬～６月上旬

藤沢市役所： ６月

2)各小学校長が教科用図書調査書作成・提出： ５月～６月

3)教科用図書採択審議委員会

第１回：６月

第２回：７月

4)採択決定の教育委員会

７月下旬から８月上旬

検定を通った小学校の新しい教科書の特徴をいくつか紹介します。

①教科書の平均ページ数は15年前と比べると２倍に。新しい学習指導要領で内容が増えたためです。

②新しくコンピュータ「プログラミング教育」が必修に。

③授業方法でアクティブ・ラーニング（ＡＬ）がたくさん。

④５，６年生で教科書を使った外国語（英語）が 教科に。

⑤３年生から週１コマ（45分）増えて、４年生以上は中学校と同じ、年1015時間（週29時間）の授業。

⑥社会科

1)領土問題で政府見解を詳しく書き込んでいます。北方領土も竹島、尖閣諸島についても、「固有の

領土」という書き方。尖閣諸島について「領土問題は存在しません」という教科書もあります。

2)「憲法改正」問題がはじめてとりあげられました。「日本国憲法が公布されて長い年月がたち、そ

の間に世の中は変化し続けています。」と。改正の手続きまで載せています。

3)４年生から自衛隊の災害派遣など記述が増加しています。「我が国の平和と安全を守ることを任務

とする自衛隊など国の関係機関」として「自衛隊」だけを明示しています。

4)憲法を学ぶ政治が先になり、歴史が後になりました。戦争の反省から日本国憲法が誕生したこ

ととつながりません。


